
施設効果（ストック効果）

砂防事業が観光振興に貢献【玉川】

○本区間は、飯豊連峰登山の玄関口で、自然豊かな地域であることから自然と調和した砂防施設
として砂防施設と砂防林を整備

○飯豊連峰登山客は年間5万3千人規模。登山のみならずマタギ文化を伝える熊まつりの開催地区

○砂防堰堤上流の背後地を活かし交流施設を整備し、登山客の新たな交流拠点の場として活用

昭和42年羽越災害後の状況 砂防堰堤上流背後地に施設が整備され、交流拠点の場として活用

玉川砂防林周辺（昭和４２年１０月） 玉川砂防林周辺（平成２０年）

：整備施設

マタギの郷交流館

★ マタギの文化を伝える
交流施設

・地域のマタギ文
化を伝える熊祭り
・H28から原発
事故の影響で中止
していた熊汁が復
活
・H28の来場者
数は約３千人

玉川の補助基準点での
土砂整備率は約24%増

基幹堰堤である玉川スーパー暗渠砂防堰堤


